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研究テーマ
• 重力理論
• 宇宙論

研究テーマの概要
私は、重力理論の数理的構造に興味を持って研究しています。最終的な目標は、完全な量子重力理
論の構築です。
重力理論の基礎理論として、アインシュタインにより提唱された一般相対性理論があります。一般
相対性理論は面白い数理構造を持っており、現在もその数理構造について盛んに研究されています。
また、一般相対性理論は物理理論としてもすぐれた古典重力理論であり、現時点で実験や観測の結果
との矛盾はありません。
一般相対性理論は非常に優れた理論でありますが、「その整合的な量子理論が作られていない」と
いう問題があります。重力以外の基礎物理は量子論で表されており、重力を含めすべての理論を統合
して扱うには重力理論の量子化が必要です。一般相対性理論はそのままでは量子化できないため、そ
れを修正・拡張することで（もしくは量子論も修正することで）、全ての物理現象を表す究極理論を
構築しようと試みられています。その有力候補が超弦理論です。
量子重力理論の構築には、以下の３つの研究が重要です。
• 古典重力基礎理論である一般相対性理論の数理構造を調べる。
• 一般相対性理論を基にその拡張を探り、量子重力理論に迫る。
• 量子重力の候補とされる理論（超弦理論など）の数理を探る。

私は主に、２番目テーマの研究をしています。具体的には、高次元時空での一般相対性理論の性質や、
拡張された理論での因果構造解析などを行っています。
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学生へのメッセージ
一般相対性理論はシンプルな理論ですが、奥が深いです。また、量子重力理論は多くの研究者が構
築を試みていますが、未だ完成していないチャレンジングな研究対象です。どちらかの（orどちらと
も）勉強を始めたいという方がいらっしゃいましたら、ぜひ声をおかけください。できる限りお手伝
いいたします。
重力理論を理解するには、まず一般相対性理論を理解することが大切です。一般相対性理論の教科
書は、例えば以下ものがあります。

• R. M. Wald, General Relativity, Chicago University Press

一般相対性理論の基礎を習得した後に、皆さんの興味に応じて他の文献を読み進めるのがよいと思
います。


